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骨 の強 度と そのCa 量と の間には強 い相関 性がある 。し かし な がら，日本人 のCa 摂取量 は

未 だにそ の所 要量に達し ていない 。し か も，昭和62 年 国民 栄養 調査成績の 食品群別摂 取栄

養 素量の資料 から,    Caの 給源を整 理すると ，その割合は 乳類24, 野菜 類17, 魚介類15 ％の

順に なってい る。野 菜類 のCa 給 源とし ての 割合 は依然 とし て高い 。野菜類はCa のみなら ず

他 のミ ネラルの 重要な給 源でもある 。ところが, 野菜 の多く はCa など のミ ネラル の吸 収を

阻害す ると考 えられるシ ュウ酸を少 なからず含 んでい る。野菜のミ ネラル給 源とし て の質

を 考える場合にfi  , シュウ 酸の含量 とその 存在 形態を明ら かにす る必 要があ る。そこで ，

13種 の野菜中の 水可溶性 と水不溶性Ca,Mg,Zn,Fe,K,Na とシ ュウ酸含量 を測定した 。

方 法　 各野 菜の可食部 を３倍量 の脱イオン蒸 留水または3N 塩酸 で磨砕し ，水不 溶性ミ ネ

ラル とシュウ 酸は60 °Cで30 分間加 温，遠心 分離 後の上 清をミネラ ルと シュウ 酸の測定に 用

いた 。ミ ネラル は原子吸光 法 ，シュウ 酸は塩酸除 去後 細管式 等速電気 泳動法 で測 定した 。

結 果　 水可溶 性Ca の総Ca 量に対す る割合（F/T ）は ，ほう れん草 の2% が最 も低く ，フ キ

茎 ）で96% と最 も高かった 。他は30-72 匁の範囲 内であった ，K は ，ほ うれん 草で-ill と 最

も低く ，ミツ バの92% が 最も高く ，他は40-90% の範囲 内であ った 。Zn は ，フ キ（ 茎 ）で41

％と 最も低く ，ショウガ の9b% が最も高く ，他 は61-84% の範囲 内であ った 。Fe(i  , ミッ バ

で25% と最も低く ，クレ ソン の95% が最も高く ，他は30-90% の範 囲内 であった 。Ｋ はショ

ウガで2(>%   ,   Naはほうれ ん草で2U と 最も 低かっ た 。Ca 給源として の質は ，シュウ 酸 が検

されずF/T 値の 高い ，セロ リとフ キ（ 茎 ）が最 も高い ものと 推測された 。
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に おけ る 骨 の 萎 縮、 酵 素 活 性 と 尿中C    a ・P    i 排 泄 量

○ 河 野 節 子　 末 田 香 里　 名 古 屋 大 環 研 二 部　 大 森 幸 子

目 的　 ラ ット の 尾 部 懸 垂 に よ っ て も た ら さ れ る 後 肢 の 抗 重 力 筋 及 び 後 肢 骨 の 萎 縮 は、 廃

用 萎 縮 の モ デ ル と し て 有 用 で あ る と 報 告さ れ て い る。 本 実 験 で は ラ ッ ト の 尾 部 懸 垂 に よ っ

て 引 き 起こ さ れる 後 肢 の 骨 重 量 の 変 化 とｱiiカリフォスフフターt ~    （ALP ）、　 酒 石 酸 抵 抗 性 酸1* スフフターセ

（゙TR-ACP ）の 酵 素 活 性 の 変 動 と 尿 中 及 び 骨 中 のCa、p  i量 の 関 係 を 検 討し た。

方 法　 ５ 週 齢 の ウ ィ ス タ ー系 雄 ラ ッ ト（ 体 重150g ）6 匹 を1 匹 ず つ 代 謝 ゲ ージ で 飼 育 し、

５ 日 間 慣 ら し た 後、 ７ 日 間 後 肢 が ゲ ー ジ に 触 れ な い よう に 尾 部 懸 垂 を 行 っ た。 ６ 匹 の 対 照

ラ ット は 懸 垂 せ ず に同 様 に 飼育 し た。 懸 垂 開 始2 日 前 か ら 連 日2   4 時 間 尿 を 採 取し、 尿 量、

尿 中 電 解 質、Ca 、p  iを 測 定 し た。 実 験 終 了 時（ 懸 垂 ７ 日 後) 、 採 血、 屠 殺 し、 副 腎、 章 丸、

胸 腺 及 び 四 肢 骨 の 湿 重 量 を 測 定 し、 骨 に つ い て は 灰 化 重 量、Ca 、p  i量 並 び に　ALP とTR-ACP

を 測 定 し た。

結 果　 尾 部 懸 垂 期 間 中 の 体 重 増 加 は Ｓ 群　12.2 ≪、 Ｃ 群　51 .2g で Ｓ 群 に 有 意 な 体 重 増 加 の

抑 制 が 認 め ら れ た。 Ｓ 群 で は 副 腎 重 量 の 増 大、 胸 腺 重 量 と 章 丸 重 量 の 減 少 が 認 め ら れ た。

上 腕 骨 重 量 は 両 群 で 差 が な か っ た が、 大 腿骨 重 量 は Ｓ 群 で 減 少 し た。Ca 、p  iの 含 量 は 大 腿

骨 と 上 腕 骨 共 にs 群 で 減 少 し た。 骨 生 成 の 指 標 で あ る　ALP は 上 腕 骨 で は 差 がな か っ た が、

大 腿 骨 で 低 下し、 骨 吸 収 の 指 標 で あ るTR-ACP は 大 腿 骨、 上 腕 骨 共 に Ｓ 群 で 僅 か に 上 昇 し た。

尿 中Ca、p  i排 泄 量 は、 Ｓ 群 で 懸 垂1    日 －3 日 に 増 加 の 傾 向 を 示 し た。

結 論　 尾 部 懸 垂 時、 後 肢 の 廃 用 性 萎 縮 の 変 化 と 懸 垂 に 伴う 内 分 泌 性 の 影 響 に よ り、 骨 塩

減 少、 酵 素 活 性 の 変 化 が 起 こ り 尿 中Ca、p  iの 排 泄 が 増 加 す る こ と が示 唆 さ れ た。


